












































































































































































































































































































































































































































































































































This paper explores the history of night-soil utilization in Setagaya 
for agricultural production and changes in the ways night-soil was used in 
the course of urbanization. In Setagaya, located in the west of Tokyo 
(Edo), vegetables were cultivated with night-soil fermented from human 
excrement. Farmers sold vegetables and bought fertilizer in the town. This 
commerce between farmers and urban residents created and maintained an 
equilibrium among city dwellers, night-soil peddlers and farmers. The 
farmers in Setagaya also benefited greatly from ample cheap night-soil 
from the many military facilities located in this area.
In the 1910s, as the population of Tokyo increased, the farmers in the 
western suburbs could buy night-soil from areas closer at hand than 
urban Tokyo. This caused difficulties in the disposal of human waste in the 
west part of the City of Tokyo (Yamanote) and the beginning of the 
municipalization of the disposal of human waste. This lead gradually away 
from a system in which farmers paid for human waste, to one in which 
residents paid the city to dispose of their waste.
After the Great Kanto Earthquake in 1923, housing increased in 
Setagaya, but lots of farmland still existed and collecting human waste 
was commonly seen until 1936 when most of the disposal work was taken 
over by the government.
Key words:  Setagaya （世 田 谷）, night-soil （下 肥）, human excrement （人 糞
尿）, material circulation （物 質 循 環）, disposal of human waste 
（屎 尿 処 理）, night-soil peddlers （屎 尿 処 理 業 者）, military 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表二　「世田谷」（旧荏原郡域）における耕地面積内訳（1910 年） 単位： 反
田 畑
自作地 小作地 自作地 小作地
世田ヶ谷村 360 659 2,555 3,689
松沢村 231 216 1,633 958
駒沢村 295 302 2,938 1,934
玉川村 331 1,155 5,359 1,750
備考 ： 荏原郡農会編『荏原郡農会史』（荏原郡農会，1913 年）110-111 頁より松田
作成。反未満は四捨五入した。
表三　「世田谷」（旧荏原郡域）における稲作付面積内訳（1918 年） 単位： 反
水稲作付面積 陸稲作付面積 計
世田ヶ谷村 1,047 1,068 2,115
松沢村 384 624 1,371
駒沢村 561 1,034 1,595




果　　　樹 蔬 菜 な ど
世田ヶ谷村 栗 甘藷（サツマイモ），甘藍（キャベツ），西瓜
松沢村 甘藷，馬鈴薯，甘藍
駒沢村 栗 南瓜，筍，胡瓜，甜瓜（メロン），越瓜（シロウリ）
玉川村 梅，栗，枇杷 蘿蔔（ダイコン），甘藷，筍，甜瓜
備考 ：「果樹」については東京府荏原郡役所改築祝賀協賛会編『東京府荏原郡勢一
覧』（東京府荏原郡役所改築祝賀協賛会，1920 年）73-74 頁，「蔬菜など」につ
いては東京府農会編『東京府の農業　附・林産及水産業』（東京府農会，1917
年）58-59 頁を参考にして松田作成。
─（70）─
組
合
が
結
成
さ
れ
、
そ
の
組
合
員
数
は
一
〇
〇
名
を
超
え
た
。
一
九
一
六
年
度
の
漬
け
込
み
品
種
は
梅
五
、〇
〇
〇
樽
、
沢
庵
大
根
二
、〇
〇
〇
樽
（
各
々
四
斗
入
）
に
達
す
る
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た18
。
「
世
田
谷
」
東
部
か
ら
都
市
化
が
進
展
し
た
昭
和
初
期
に
な
っ
て
も
、
西
部
の
旧
玉
川
村
村
域
で
い
ま
だ
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、
多
摩
川
べ
り
に
花
卉
栽
培
の
た
め
の
温
室
が
建
ち
並
び
、「
温
室
村
」
の
呼
称
も
生
ま
れ
、
さ
ら
に
「
玉
川
梨
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
成
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る19
。
ま
た
帝
国
農
会
が
一
九
三
五
年
に
挙
げ
た
調
査
統
計
に
よ
る
と
、
玉
川
村
農
事
共
同
組
合
は
、
馬
鈴
薯
（
一
九
六
ト
ン
）、
胡
瓜
（
六
五
ト
ン
）、
漬
菜
（
一
五
三
ト
ン
）、
茄
子
（
一
三
七
ト
ン
）、
ト
マ
ト
（
四
五
ト
ン
）
の
生
産
販
売
数
を
誇
っ
て
い
た20
。
「
世
田
谷
」
の
蔬
菜
生
産
を
肥
料
面
で
支
え
た
の
が
下
肥
で
あ
っ
た
。
明
治
・
大
正
期
に
は
「
下
肥
は
窒
素
に
富
む
が
故
に
、
特
に
桑
・
茶
其
の
他
の
蔬
菜
の
如
き
需
葉
作
物
、
大
麻
、
藺
な
ど
の
如
き
繊
維
植
物
に
有
効
な
り21
」
と
広
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
東
京
の
下
肥
を
潤
沢
に
入
手
で
き
る
近
郊
地
域
に
、
東
京
に
出
荷
す
る
蔬
菜
栽
培
が
栄
え
る
原
因
と
も
な
っ
た
。「
世
田
谷
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
り
、『
世
田
谷
往
古
来
今
』
は
明
治
二
〇
年
代
以
降
の
農
産
物
販
売
と
下
肥
汲
取
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
　
農
家
は
、
収
穫
し
た
作
物
を
都
心
の
青
物
市
場
に
出
荷
す
る
た
め
に
真
夜
中
に
荷
車
で
出
発
し
て
、
明
け
方
の
取
引
で
現
金
を
得
た
の
ち
、
帰
り
に
は
市
内
で
下
肥
を
汲
取
っ
て
か
ら 
戻
っ
た
。
汲
取
り
は
肥
料
の
購
入
と
み
な
さ
れ
、
代
金
を
支
払
う
の
は
農
家
の
側
で
あ
っ
た22
。
「
世
田
谷
」
の
農
民
は
い
ず
れ
の
地
域
ま
で
下
肥
汲
取
に
出
向
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
八
七
年
七
月
一
五
日
に
作
成
さ
れ
た
「
下
掃
除
汲
取
場
各
名
記
簿
」（
旧
松
原
村
相
原
家
文
書23
）
に
よ
る
と
、
そ
の
汲
取
先
と
し
て
麹
町
区
、
神
田
区
、
芝
区
、
赤
坂 
区
、
四
谷
区
、
牛
込
区
、
内
藤
新
宿
、
南
豊
嶋
（
マ
マ
）郡
千
駄
ヶ
谷
村
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 
ま
た
「
旧
奥
沢
村
年
寄
　
原
家
文
書
」
に
残
る
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
〇
四
年
ま
で
の
下
掃
除
に
関
わ
る
領
収
書
か
ら
は
芝
区
が
汲
取
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る24
。
す
な
わ
ち
東
京
西
郊
に
位
置
す
る
「
世
田
谷
」
は
当
時
の
市
域
で
あ
っ
た
東
京
一
五
区
の
西
部
、
い
わ
ゆ
る
山
の
手
地
域
を
汲
取
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
東
京
一
五
区
の
東
部
、
い
わ
ゆ
る
下
町
地
域
の
下
肥
は
東
京
東
郊
・
北
郊
の
町
村
が
主
に
利
用
し
て
い
た
。
下
掃
除
に
伴
う
下
肥
取
得
の
機
会
が
、
地
理
的
関
係
に
よ
っ
て
東
西
に
分
か
れ
て
い
た
と
単
純
に
い
え
そ
う
だ
が
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
東
京
西
郊
と
東
郊
・
北
郊
と
で
下
肥
流
通
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
屎
尿
を
供
給
す
る
町
方
と
、
下
掃
除
を
引
き
受
け
つ
つ
屎
尿
を
購
入
し
下
肥
と
す
る
村
方
と
の
間
の
屎
尿
価
格
を
め
ぐ
る
対
立
は
江
戸
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
一
七
八
九
年
か
ら
数
年
間
に
か
け
て
江
戸
周
辺
の
一
〇
〇
〇
ヶ
村
が
結
集
し
、
下
肥
価
格
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
運
動
に
発
展
し
た25
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
期
は
西
郊
、
東
郊
・
北
郊
を
問
わ
ず
農
民
た
ち
は
団
結
し
、
都
市
民
に
対
し
て
下
掃
除
価
格
の
引
き
下
げ
を
供
給
し
た
の
だ
と
い
え
る
。
一
方
で
天
保
・
弘
化
期
（
一
八
三
一
年
―
一
八
四
八
年
）
に
な
る
と
、
江
戸
東
郊
と
西
郊
で
は
そ
の
対
立
の
様
相
が
異
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
江
戸
川
や
荒
川
な
ど
の
水
運
を
利
用
し
た
下
肥
の
大
量
輸
送
が
可
能
で
あ
っ
た
東
郊
・
北
郊
で
は
、
下
肥
の
商
品
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
下
肥
業
者
の
統
制
・
掌
握
や
下
肥
の
河
岸
価
格
の
安
定
を
求
め
る
村
方
の
運
動
が
盛
り
あ
が
っ
た
一
方
、
下
肥
の
商
品
化
が
比
較
的
未
発
達
で
あ
っ
た
西
郊
農
村
で
は
、
東
郊
・
北
郊
の
農
村
と
連
繋
し
て
の
運
動
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る26
。
下
町
か
ら
農
村
に
水
運
で
屎
尿
を
供
給
す
る
東
郊
・
北
郊
と
、
山
の
手
か
ら
農
村
に
陸
運
で
屎
尿
を
供
給
す
る
西
郊
と
の
対
比
的
構
造
は
近
代
に
持
ち
越
さ
れ
、
下
肥
価
格
の
地
域
差
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。「
近
距
離
輸
送
よ
り
長
距
離
輸
送
、
水
路
輸
送
よ
─（71）─
り
陸
路
輸
送
」
の
方
が
輸
送
費
用
は
か
さ
み
、
屎
尿
価
格
が
割
高
と
な
る27
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
一
九
〇
七
年
に
お
け
る
東
京
市
の
屎
尿
調
査
に
よ
る
と
、
東
郊
・
北
郊
に
位
置
す
る
南
葛
飾
郡
、
北
豊
島
郡
、
南
足
立
郡
で
は
屎
尿
一
石
あ
た
り
三
〇
銭
代
で
入
手
可
能
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
西
郊
で
は
荏
原
郡
（
二
六
・
〇
銭
）、
豊
多
摩
郡
（
三
四
・
四
銭
）、
北
多
摩
郡
（
四
九
・
〇
銭
）、
南
多
摩
郡
（
七
一
・
四
銭
）
と
東
京
市
内
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
、
屎
尿
価
格
が
高
騰
し
た
の
で
あ
る28
。
一
方
で
「
世
田
谷
」
の
中
心
部
が
位
置
す
る
荏
原
郡
へ
の
屎
尿
供
給
は
陸
路
輸
送
で
あ
っ
た
が
、
東
京
市
内
へ
の
近
さ
か
ら
屎
尿
価
格
の
安
さ
が
際
立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
小
田
切
通
敏
『
帝
都
と
近
郊
』
に
は
、
西
郊
に
位
置
す
る
「
世
田
谷
」
の
駒
沢
村
は
「
日
本
橋
よ
り
直
径
三
里
内
外
の
距
離
に
位
し
、
蔬
菜
栽
培
地
帯
の
中
枢
た
り
。
其
中
央
を
貫
通
す
る
厚
木
街
道
は
、
隣
接
町
村
中
最
も
発
展
せ
る
渋
谷
町
を
過
ぎ
て
赤
坂
区
青
山
に
通
じ
、
畑
作
物
に
要
す
る
肥
料
の
如
き
、
今
や
一
里
弱
の
渋
谷
町
の
供
給
に
よ
り
て29
」
豊
か
に
入
手
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
首
都
圏
交
通
の
大
動
脈
と
な
っ
て
い
る
厚
木
街
道
（
現
、
国
道
二
四
六
号
線
）
は
か
つ
て
野
菜
と
下
肥
が
行
き
交
う
道
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
「
世
田
谷
」
の
下
肥
事
情
と
し
て
重
要
な
の
は
軍
事
施
設
の
存
在
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
、
東
京
の
軍
事
施
設
は
皇
居
周
辺
部
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
政
権
が
安
定
す
る
明
治
一
〇
年
代
以
降
に
、
東
京
中
心
部
の
軍
事
施
設
が
東
京
西
郊
に
次
々
と
移
転
さ
れ
る
。
特
に
日
清
戦
争
を
経
て
、
明
治
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
新
た
に
増
設
さ
れ
た
騎
兵
や
砲
兵
の
兵
営
、
駒
沢
練
兵
場
な
ど
が
「
世
田
谷
」
に
造
営
さ
れ
る30
。
先
に
挙
げ
た
駒
沢
村
に
つ
い
て
も
「
隣
村
世マ
マ
ヶ
田
谷
村
に
亙
り
設
置
せ
ら
れ
た
る
諸
兵
営
の
肥
料
も
、
亦
其
蔬
菜
栽
培
に
多
大
の
便
益
を
与
ふ31
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
世
田
谷
」
の
蔬
菜
生
産
は
こ
う
し
た
好
条
件
に
も
支
え
ら
れ
て
い
た
。
二
　「
世
田
谷
」
へ
の
人
口
流
入
と
宅
地
化
の
進
展
一
九
二
〇
年
代
の
東
京
市
で
は
都
市
化
が
大
き
く
進
展
し
、「
世
田
谷
」
の
人
口
も
急
増
す
る
。
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、「
世
田
谷
」
の
旧
荏
原
郡
域
の
人
口
は 
三
一
、九
八
五
人
（
一
九
二
〇
年
）、
七
八
、二
七
〇
人
（
一
九
二
五
年
）、
一
三
三
、二
四
九
人
（
一
九
三
〇
年
）、
一
九
〇
、四
八
六
人
（
一
九
三
五
年
）
と
急
増
し
て
い
た32
。
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
下
町
地
域
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
世
田
谷
」
な
ど
東
京
西
郊
の
宅
地
開
発
が
進
み
、
東
京
の
人
口
重
心
が
西
へ
と
移
動
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
千
歳
烏
山
駅
の
北
側
に
残
る
烏
山
寺
町
は
関
東
大
震
災
後
の
世
田
谷
の
象
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
烏
山
寺
町
は
関
東
大
震
災
以
後
、
浅
草
、
築
地
、
下
谷
、
麻
布
、
三
田
な
ど
の
寺
院
が
続
々
と
移
転
し
て
き
て
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
移
転
は
関
東
大
震
災
以
前
か
ら
続
く
東
京
の
都
市
計
画
の
流
れ
の
な
か
で
、
関
東
大
震
災
で
の
被
災
が
寺
町
形
成
の
主
要
因
に
な
り
実
現
し
た33
。
以
上
の
変
化
を
受
け
て
、
一
九
三
五
年
の
国
勢
調
査
附
帯
調
査
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
世
田
谷
区
（
千
歳
村
、
砧
村
を
除
く
）
の
夜
間
人
口
が
一
三
三
、二
四
九
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
昼
間
人
口
は
一
一
六
、九
一
一
人
と
な
っ
て
お
り34
、
典
型
的
な
住
宅
地
と
し
て
の
発
展
を
み
て
い
た
。
こ
う
し
た
都
市
化
の
進
展
に
は
地
域
差
が
存
在
し
た
。「
世
田
谷
」
西
部
に
お
い
て
は
一
九
二
〇
年
時
点
で
世
田
ヶ
谷
村
一
三
、〇
五
四
人
、
駒
沢
村
八
、六
八
四
人
の
人
口
に
達
し35
、
一
九
二
三
年
に
世
田
ヶ
谷
町
、
一
九
二
五
年
と
駒
沢
町
と
相
次
い
で
町
制
が
施
行
さ
れ
た
の
に
対
し
、
松
沢
村
、
玉
川
村
は
い
ま
だ
「
農
耕
地
的
傾
向
を
多
分
に
保
持36
」
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
的
に
宅
地
化
さ
れ
て
い
く
現
状
を
「
世
田
谷
」
の
人
び
と
が
黙
認
し
て
い
─（72）─
た
わ
け
で
は
な
い
。
農
耕
地
を
整
理
し
て
宅
地
化
に
対
応
さ
せ
る
区
画
整
理
事
業
に
挑
ん
だ
事
例
と
し
て
、一
九
二
六
年
に
創
立
さ
れ
た
玉
川
全
円
耕
地
整
理
組
合
が
あ
る
。
一
旦
蚕
食
的
に
宅
地
化
が
進
行
し
始
め
る
と
、
個
別
地
主
の
利
権
が
入
り
乱
れ
、
全
面
的
な
区
画
整
理
は
困
難
に
な
る
。「
宅
地
化
の
気
配
が
し
の
び
寄
り
つ
つ
も
、
ま
だ
実
際
に
は
家
が
建
っ
て
い
な
い
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ37
」
を
捉
え
て
、
当
時
の
玉
川
村
村
長
の
豊
田
正
治
は
耕
地
整
理
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。
同
組
合
の
整
理
事
業
の
対
象
は
、
当
時
の
玉
川
村
の
全
村
域
（
現
在
の
地
名
で
い
う
と
、
等
々
力
・
尾
山
台
・
中
町
・
野
毛
、
玉
堤
・
深
沢
・
奥
沢
・
玉
川
田
園
調
布
・
上
野
毛
・
用
賀
・
瀬
田
・
上
用
賀
・
大
蔵
・
玉
川
台
・
玉
川
・
東
玉
川
・
砧
公
園
な
ど
）
に
及
び
、
戦
前
の
東
京
で
最
大
規
模
の
土
地
整
理
と
な
っ
た38
。
玉
川
全
円
耕
地
整
理
組
合
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
高
嶋
修
一
氏
に
よ
る
と
、
玉
川
村
内
に
も
、
宅
地
化
の
機
運
が
高
ま
り
、
早
く
区
画
整
備
し
た
い
東
部
で
事
業
へ
の
賛
成
者
が
多
く
、
農
村
的
性
格
が
強
か
っ
た
西
部
（
瀬
田
や
用
賀
と
い
っ
た
多
摩
川
に
近
い
地
域
）
で
は
反
対
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
組
合
内
の
利
害
対
立
に
加
え
、
事
業
が
長
引
く
中
で
宅
地
化
が
進
展
し
、
新
規
の
都
市
計
画
道
路
建
設
や
下
水
計
画
な
ど
で
設
計
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
玉
川
全
円
耕
地
整
理
事
業
は
一
九
五
四
年
ま
で
か
か
る
こ
と
と
な
る39
。
本
節
で
み
た
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、「
世
田
谷
」
の
景
観
は
大
き
く
変
化
す
る
と
と
も
に
、
農
業
と
下
肥
と
の
関
係
は
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
三
　
下
肥
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
と
「
世
田
谷
」
都
市
化
の
進
展
は
下
肥
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
変
動
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
農
民
が
金
を
出
し
て
買
う
商
品
だ
っ
た
下
肥
が
、
金
を
出
し
て
処
分
し
て
も
ら
う
屎
尿
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
状
況
は
地
域
ご
と
で
異
な
り
、
変
化
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
再
び
小
田
内
通
敏
『
帝
都
と
近
郊
』
を
見
る
。
我
東
京
市
の
戸
口
は
、
年
々
増
加
せ
る
結
果
、
今
日
に
於
て
は
市
及
其
隣
接
町
村
を
合
せ
て
約
二
百
五
十
万
に
達
し
た
り
。
今
一
人
一
箇
年
三
荷
の
糞
尿
を
排
泄
す
る
と
す
れ
ば
、
其
総
量
七
百
五
十
万
荷
を
計
上
す
べ
し
。
か
ゝ
る
肥
料
の
豊
富
は
、
為
に
其
価
格
の
下
落
を
来
た
し
、
明
治
二
十
八
年
頃
に
は
大
人
一
箇
年
三
十
五
銭
小
人
一
箇
年
十
七
銭
五
厘
の
下
掃
除
契
約
が
、
大
正
四
年
に
は
大
家
一
箇
年
一
円
小
家
一
箇
年
五
十
銭
の
割
に
下
落
し
た
り
。
殊
に
之
を
需
要
す
べ
き
農
村
に
於
て
は
、
比
較
的
近
き
隣
接
町
村
が
都
市
化
せ
る
結
果
、
之
を
得
る
の
便
益
〻
多
く
な
れ
り
。
本
地
域
〔
東
京
西
郊
〕
に
近
き
山
ノ
手
の
諸
区
に
対
し
て
は
農
家
は
一
箇
月
一
人
に
就
き
掃
除
料
二
銭
を
払
ふ
も
、
東
京
市
の
中
心
た
る
日
本
橋
・
京
橋
区
等
は
掃
除
人
乏
し
き
結
果
、
却
つ
て
下
掃
除
料
を
出
す
の
傾
向
あ
り40
。
同
時
代
を
生
き
た
小
田
内
は
、
隣
接
町
村
に
都
市
化
が
広
が
り
、
隣
接
農
村
地
域
は
近
場
で
下
肥
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
屎
尿
汲
取
の
手
が
都
市
中
心
部
ま
で
及
ば
な
く
な
り
、
下
掃
除
の
有
料
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
下
肥
を
め
ぐ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
一
番
打
撃
を
受
け
た
の
は
汲
取
業
者
で
あ
っ
た
。
星
野
高
徳
氏
に
よ
る
と
、
屎
尿
処
理
の
停
滞
を
め
ぐ
る
問
題
が
新
聞
紙
上
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
一
七
年
頃
で
あ
り
、
一
九
一
八
年
に
は
東
京
糞
尿
肥
料
組
合
が
結
成
さ
れ
、
汲
取
有
料
化
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
有
料
汲
取
地
域
が
麹
町
区
と
神
田
区
を
皮
切
り
に
、
山
の
手
地
域
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る41
。
元
来
の
屎
尿
流
通
が
「
市
中
心
部
の
宅
地
と
市
外
の
農
家
の
間
の
流
通
」
で
あ
っ
た
の
が
、
宅
地
地
域
の
空
間
的
拡
大
に
よ
っ
て
、
「
市
外
縁
部
の
宅
地
と
市
外
の
農
家
の
間
の
流
通
」
へ
と
変
化
し
、
屎
尿
処
理
が
行
き
詰
ま
っ
た
地
域
か
ら
行
政
に
よ
る
屎
尿
処
理
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る42
。
東
京
西
郊
に
即
し
て
い
う
と
、
宅
地
が
郊
外
に
広
が
っ
て
き
た
が
ゆ
え
に
、「
世
田
谷
」
地
域
な
ど
の
諸
村
は
東
京
市
中
心
部
ま
で
赴
い
て
屎
尿
を
入
手
す
る
必
要
が
な
く
─（73）─
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
山
の
手
の
屎
尿
処
理
が
停
滞
し
、
有
料
汲
取
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
「
世
田
谷
」
で
も
こ
う
し
た
下
肥
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
下
肥
事
情
に
み
る
世
田
谷
の
地
域
特
性
と
し
て
近
衛
師
団
な
ど
の
軍
事
施
設
の
存
在
を
先
に
指
摘
し
た
が
、「
旧
松
原
村
相
原
家
文
書
」 
に
は
、
大
正
期
に
軍
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
下
肥
・
馬
糞
・
寝
藁
の
払
下
げ
に
関
す
る
契
約
書
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る43
。
一
九
一
九
年
三
月
三
〇
日
に
野
砲
兵
第
一
三
聯
隊
長
と
長
島
作
太
郎
世
田
ヶ
谷
村
農
会
長
と
の
間
で
結
ば
れ
た
「
下
肥
馬
糞
寝
藁
払
下
契
約
書
」
で
は
、
一
九
一
九
年
四
月
一 
日
か
ら
一
九
二
〇
年
三
月
三
〇
日
ま
で
の
間
、
長
島
作
太
郎
が
同
聯
隊
の
下
掃
除
を
請
け
負
う
代
わ
り
に
、
下
肥
な
ど
の
払
下
げ
を
受
け
る
契
約
に
な
っ
て
い
た44
。
さ
ら
に
長
島
作
太
郎
は
世
田
ヶ
谷
村
太
子
堂
に
す
む
中
山
憲
次
に
下
掃
除
を
下
請
け
さ
せ
て
い
た45
。
し
か
し
一
九
二
一
年
四
月
一
日
に
、
近
衛
師
団
軍
隊
・
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
・
野
砲
兵
第
一
三
聯
隊
の
下
肥
掃
除
に
関
し
て
、
近
衛
師
団
経
理
部
長
河
内
暁
と
世
田
ヶ
谷
村
農
会
長
の
長
島
と
の
間
に
結
ば
れ
た
「
近
衛
師
団
軍
隊
・
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
・
野
砲
兵
第
十
三
聯
隊
下
肥
掃
除
等
に
関
す
る
契
約
書
」
で
は
、
前
者
が
後
者
に
補
償
金
額
を
交
付
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
お
り
、
金
銭
の
授
受
の
方
向
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る46
。
さ
ら
に
翌
一
九
二
二
年
三
月
三
一
日
に
は
、
近
衛
師
団
経
理
部
長
河
内
暁
と
周
辺
六
ヶ
村
（
荏
原
郡
目
黒
村
、
駒
沢
村
、
世
田
ヶ
谷
村
、
碑
衾
村
、
玉
川
村
、
豊
多
摩
郡
和
田
堀
内
村
）
の
各
農
会
長
と
の
間
で
、「
世
田
谷
」
近
辺
に
展
開
す
る
軍
隊
の
下
掃
除
に
関
す
る
包
括
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
書
類
名
は
「
下
肥
・
馬
糞
等
掃
除
請
負
契
約
書47
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
一
九
年
時
点
の
「
払
下
契
約
」
か
ら
「
掃
除
請
負
契
約
」
へ
の
変
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
た
だ
し
掃
除
に
対
す
る
補
償
金
支
払
い
と
同
時
に
払
下
げ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
「
旧
松
原
村
相
原
家
文
書
」
に
は
、
作
成
年
は
不
詳
で
あ
る
が
「
下
肥
・
馬
糞
其
他
処
分
担
任
区
分
調
書48
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
軍
か
ら
農
会
に
対
し
て
補
償
金
を
払
う
一
方
で
、
農
会
か
ら
軍
へ
と
下
肥
代
金
と
な
る
払
下
げ
金
を
支
払
い
、
そ
の
差
引
で
金
銭
授
受
が
な
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
補
償
金
を
受
け
て
い
る
駒
沢
村
、
碑
衾
村
、
玉
川
村
、
世
田
ヶ
谷
村
、
目
黒
村
の
各
農
会
に
つ
い
て
は
補
償
金
額
が
払
下
げ
金
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
金
銭
支
払
の
流
れ
は
、「
農
会
か
ら
軍
」
か
ら
「
軍
か
ら
農
会
」
へ
と
変
化
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
下
肥
・
馬
糞
其
他
処
分
担
任
区
分
調
書
」
に
は
各
農
会
の
下
掃
除
分
担
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
駒
沢
村
農
会
、
碑
襖
村
農
会
、
玉
川
村
農
会
が
担
当
し
た
の
は
、
近
衛
師
団
司
令
部
（
お
よ
び
同
乗
馬
委
員
）、
近
衛
歩
兵
第
一
旅
団
司
令
部
、
近
衛
歩
兵
第
一
聯
隊
、
野
砲
第
一
旅
団
司
令
部
、
近
衛
野
砲
兵
聯
隊
の
人
員
一
一
、〇
四
四
人
お
よ
び
馬
七
、四
六
二
頭
の
下
肥
・
馬
糞
掃
除
で
あ
り
、
世
田
ヶ
谷
村
農
会
の
担
当
は
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
、
野
砲
兵
第
一
三
聯
隊
、
近
衛
師
団
軍
楽
隊
の
八
、二
八
〇
人
、
馬
五
、
三
一
一
頭
に
及
ん
で
い
る
。
軍
施
設
の
存
在
が
「
世
田
谷
」
の
下
肥
供
給
に
及
ぼ
し
た
大
き
な
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
軍
か
ら
大
量
の
屎
尿
供
給
を
受
け
て
い
て
も
、「
世
田
谷
」
地
域
内
部
の
屎
尿
処
理
の
滞
留
は
ま
だ
確
認
で
き
な
い
。
一
九
三
二
年
の
市
域
拡
張
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
調
査
資
料
に
て
、「
世
田
谷
」
の
屎
尿
処
理
状
況
を
み
る
と
、
い
ま
だ
行
政
の
介
入
は
見
ら
れ
ず
、
民
間
に
全
て
頼
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
各
町
村
の
屎
尿
処
理
状
況
は
「
約
半
量
ハ
肥
料
ト
シ
テ
使
用
シ
、
他
ハ
運
搬
人
ト
直
接
契
約
シ
処
分
セ
シ
メ
、
町
ヨ
リ
ハ
時
々
監
督
指
揮
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ノ
ミ
」（
駒
沢
町49
）、「
本
村
ハ
大
半
農
家
ナ
レ
バ
目
下
ノ
所
何
等
町
ノ
機
関
ト
シ
テ
ノ
設
備
ナ
ク
、
各
戸
夫
々
糞
尿
或
ハ
塵
芥
ヲ
自
家
用
肥
料
ト
シ
テ
処
理
ス
ル
状
態
ニ
ア
─（74）─
リ
」（
玉
川
村50
）、「
各
区
或
ハ
各
個
人
ニ
於
テ
糞
尿
及
塵
芥
ヲ
処
分
シ
町
営
ト
シ
テ
ハ
何
等
ノ
施
設
ナ
シ
」（
世
田
ヶ
谷
町51
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
お
わ
り
に
「
世
田
谷
」
の
下
肥
事
情
は
東
京
市
西
郊
に
位
置
す
る
地
理
特
性
に
強
く
規
定
さ
れ
、
ま
た
東
京
市
に
出
荷
す
る
蔬
菜
栽
培
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。
東
京
市
編
『
東
京
市
農
業
調
査
書
　
第
2
分
冊
』（
東
京
市
、
一
九
三
八
年
）
を
ひ
も
と
く
と
、
一
九
三
四
年
九
月
時
点
に
お
け
る
東
京
市
内
の
農
家
の
汲
取
先
世
帯
数
は 
二
一
九
、七
一
〇
戸
に
及
ん
で
い
る
。
汲
取
先
世
帯
が
多
い
区
を
順
に
並
べ
る
と
、
足
立
区
（
五
四
、八
一
九
戸
）、
江
戸
川
区
（
五
一
、五
四
八
戸
）、
葛
飾
区
（
四
二
、五
一
七
戸
）、
板
橋
区
（
三
六
、七
七
三
戸
）
と
東
京
東
部
の
区
が
並
ぶ
が
、
そ
の
次
に
杉
並
区
（
一
一
、
八
一
四
戸
）、
世
田
谷
区
（
一
一
、五
五
八
戸
）
と
続
く52
。
ま
た
汲
取
高
に
な
る
と
、
東
京
全
体
で
は
二
、六
六
八
、
三
七
四
石
が
農
家
に
よ
っ
て
汲
み
取
ら
れ
て
い
る
。
内
訳
は
、
足
立
区
（
六
七
二
、三
二
六
石
）、
江
戸
川
区
（
六
一
七
、
八
一
〇
石
）、
葛
飾
区
（
五
一
七
、七
〇
二
石
）、
板
橋
区
（
四
三
七
、九
二
一
石
）
ま
で
の
順
位
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
後
は
順
位
が
逆
転
し
、
世
田
谷
区
（
一
四
二
、一
三
〇
石
）、
杉
並
区
（
一
〇
三
、九
七
四
石
）
と
な
る53
。
い
ず
れ
も
七
位
以
下
の
区
と
の
数
字
の
差
は
大
き
く
、
杉
並
区
と
並
ん
で
世
田
谷
区
は
下
肥
汲
取
の
「
西
の
雄
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
の
世
田
谷
区
の
人
び
と
は
そ
の
こ
と
を
誇
り
に
思
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
か
つ
て
の
都
市
民
に
と
っ
て
も
屎
尿
運
搬
の
風
景
は
忌
避
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
的
価
値
を
持
っ
た
下
肥
が
、
処
理
が
必
要
な
排
泄
物
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
時
代
に
は
、
衛
生
問
題
も
考
慮
し
つ
つ
「
屎
尿
の
汲マ
マ
り
取
り
そ
れ
自
体
が
人
道
問
題
で
あ
る
と
も
云
へ
る
し
、
之
を
溜
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
非
常
な
る
危
険
を
伴
ひ
、
且
つ
そ
れ
が
直
に
生
活
の
脅
威
で
あ
る54
」
と
の
見
方
も
生
ま
れ
て
い
た
。
次
に
挙
げ
る
の
は
当
時
の
若
者
た
ち
に
都
市
生
活
に
関
す
る
希
望
を
聴
取
し
た
史
料
で
あ
る
。
若
者
た
ち
も
ま
た
屎
尿
が
行
き
交
う
都
市
風
景
を
毛
嫌
い
し
た
。
　
尿
糞
を
運
搬
す
る
荷
車
の
、
大
通
り
殊
に
人
目
多
き
電
車
通
り
を
悠
々
と
引
い
て
居
る
の
は
実
に
見
悪
く
い
。
こ
れ
ら
は
道
路
を
定
め
、
其
処
を
限
つ
て
通
る
様
に
し
、
外
よ
り
例
の
桶
の
見
え
ぬ
様
に
し
た
な
ら
ば
、
人
々
の
目
に
も
左
程
止
ら
ず
、
不
快
を
与
へ
る
事
も
少
く
な
り
、
東
京
市
を
飾
る
一
方
法
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。（
商
業
学
校
五
年
生55
）
　
農
民
達
が
肥
車
を
引
い
て
悠
々
と
市
街
を
歩
き
廻
つ
て
ゐ
る
の
は
、
支
那
風
景
や
、
田
舎
の
自
然
美
に
取
合
せ
れ
ば
美
景
と
な
る
が
、
世
界
的
の
大
都
市
に
あ
ゝ
言
ふ
も
の
を
配
合
す
る
の
は
実
に
見
苦
し
く
、
衛
生
上
よ
り
言
つ
て
も
よ
く
な
い
事
で
あ
る
。
即
ち
英
京
の
ロ
ン
ド
ン
等
で
は
汚
物
を
一
切
何
哩
沖
に
排
泄
管
で
送
り
出
す
と
言
ふ
話
で
あ
る
。
少
し
汚
い
が
其
れ
が
最
上
策
で
あ
ら
う
か
ら
、
是
非
実
現
し
た
い
と
思
ふ
。（
中
学
校
四
年
生56
）
図一　「中流住宅」における改良便所
備考： 主婦之友社編輯局編『中流住宅の模範設計』 
（主婦之友社，1927 年）48 頁。
─（75）─
便
所
の
水
洗
化
は
か
つ
て
の
近
代
東
京
を
生
き
た
都
市
民
た
ち
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
一
方
で
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
盛
ん
に
取
り
組
ま
れ
た
の
は
、
便
所
の
水
洗
化
よ
り
も
む
し
ろ
汲
取
を
前
提
と
し
た
改
良
便
所
の
普
及
で
あ
っ
て
、
細
菌
や
寄
生
虫
卵
を
含
む
屎
尿
を
汲
取
時
ま
で
に
い
か
に
無
毒
化
す
る
か
の
研
究
が
内
務
省
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た57
。
主
婦
之
友
社
が
刊
行
し
た
『
中
流
住
宅
の
模
範
設
計58
』
に
お
い
て
も
、
便
所
の
水
洗
化
は
前
提
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改
良
便
所
の
導
入
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
改
良
便
所
の
ア
イ
デ
ア
は
、
屎
尿
排
泄
時
点
か
ら
汲
取
時
点
ま
で
お
お
む
ね
三
ヶ
月
間
、
屎
尿
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
式
の
便
池
に
貯
蔵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
酵
を
促
し
、
汲
取
時
に
無
毒
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
図
一
で
は
屎
尿
が
Ａ
室
か
ら
Ｅ
室
に
移
動
す
る
ま
で
に
三
ヶ
月
か
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
三
ヶ
月
後
に
汲
取
口
か
ら
汲
み
取
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
。
当
時
流
行
し
た
「
文
化
住
宅
」
と
て
、
基
本
は
汲
取
便
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
近
代
都
市
に
お
い
て
覆
い
か
く
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
屎
尿
処
理
に
光
を
あ
て
る
歴
史
研
究
が
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
や
物
質
循
環
の
視
点
か
ら
近
代
の
あ
り
方
を
問
い
直
す
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
示
し
た
「
世
田
谷
」
の
下
肥
事
情
に
関
す
る
知
識
が
「
近
代
」
へ
の
気
づ
き
の
契
機
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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三
六
六
頁
）。
46
　「
大
正
十
年
四
月
一
日
　
近
衛
師
団
軍
隊
・
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
・
野
砲
兵
第
十
三
聯
隊
下
肥
掃
除
等
に
関
す
る
契
約
書
」（
旧
松
原
村
相
原
家
文
書
、
前
掲
『
世
田
谷
叢
書
第
七
集
　
下
掃
除
関
連
史
料
』
三
六
七
―
三
六
九
頁
）。
47
　「
大
正
十
一
年
三
月
三
十
一
日
　
下
肥
・
馬
糞
等
掃
除
請
負
契
約
書
」（
旧
松
原
村
相
原
家
文
書
、
前
掲
『
世
田
谷
叢
書
第
七
集
　
下
掃
除
関
連
史
料
』
三
七
〇
―
三
七
三
頁
）。
48
　「
下
肥
・
馬
糞
其
他
処
分
担
当
区
分
調
書
」（
旧
松
原
村
相
原
家
文
書
、
前
掲
『
世
田
谷
叢
書
第
七
集
　
下
掃
除
関
連
史
料
』
三
八
四
―
三
八
五
頁
）。
49
　
東
京
市
臨
時
市
域
拡
張
部
『
市
域
拡
張
調
査
資
料
　
荏
原
郡
駒
沢
町
現
状
調
査
』（
一
九
三
一
年
）
二
四
頁
。
50
　
東
京
市
臨
時
市
域
拡
張
部
『
市
域
拡
張
調
査
資
料
　
荏
原
郡
玉
川
村
現
状
調
査
』（
一
九
三
一
年
）
二
二
頁
。
51
　
東
京
市
臨
時
市
域
拡
張
部
『
市
域
拡
張
調
査
資
料
　
荏
原
郡
世
田
ヶ
谷
町
現
状
調
査
』（
一
九
三
一
年
）
二
二
頁
。
52
　
東
京
市
編
『
東
京
市
農
業
調
査
書
　
第
2
分
冊
』（
東
京
市
、
一
九
三
八
年
）
一
四
三
頁
。
53
　
同
右
一
四
四
頁
。
54
　
中
村
舜
二
『
大
東
京
』（
大
東
京
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
三
六
一
頁
。
55
　
東
京
市
政
調
査
会
編
『
小
市
民
は
東
京
市
に
何
を
希
望
し
て
ゐ
る
か
』（
東
京
市
政
調
査
会
、
一
九
二
五
年
）
二
三
二
―
二
三
三
頁
。
56
　
同
右
。
57
　
た
と
え
ば
内
務
省
衛
生
局
編
『
消
化
器
伝
染
病
及
寄
生
虫
病
撲
滅
実
験
報
告
』（
内
務
省
衛
生
局
、
一
九
三
二
年
）
な
ど
。
58
　
主
婦
之
友
社
編
輯
局
編
『
中
流
住
宅
の
模
範
設
計
』（
主
婦
之
友
社
、
一
九
二
七
年
）。
◦
引
用
中
の
漢
字
表
記
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
・
圏
点
は
省
略
し
た
。
 
（
ま
つ
だ
　
し
の
ぶ
　
　
歴
史
文
化
学
科
准
教
授
・
近
代
文
化
研
究
所
所
員
研
究
員
）
